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論文内容の要旨
本論文は、「奇妙な」権利の定着過程を検討することにより、法律家たちが暗黙のうちに従っている慣行を法言語
とのかかわりで見つけだし、権利の生成を構成する要素とそれらの働くメカニズ、ムのひとつを特定することを試みる。
序章では、日常用語として定着した「奇妙な」ことばと同じように、法律専門用語として定着を試みる「奇妙な」
ことばにも一定の言語慣行が存在することを示す。その上で、言語慣行という視点を採用すると、今まで検討されて
こなかった「奇妙な」権利こそが検討に値する権利となることを論じる。
第 1 章では、法律家が感じる「奇妙さ」の実例を検討することにより、「奇妙」という感覚が彼等の暗黙のうちに
従っている慣行と反するときに感じる違和感のひとつであることを示す。その上で、権利の生成を考察するときに
「奇妙さ」のみを際立たせる態度には妥当性がないことを論じるo
第 2 章では、当初の「奇妙さ」を失い新たな慣行を生みだした、「奇妙な」権利があることを示す。その上で、当
初、法律家たちにとっては興味を惹く対象ではなかった「奇妙な」権利であった日照権が急速に定着した背景には、
戦後復興から都市形成へと向かう社会情勢の変化と、変化から必然的に生じた日影被害を司法救済する社会的必要性
とが存在していたことを論証するo
第 3 章では、日照権の「奇妙さ」の喪失と新しい慣行の形成に寄与した「社会的必要性」を具体的に分析するo 建
築禁止仮処分事件を当時担当した裁判官たちが「奇妙さ」の喪失と新しい慣行の形成に深くかかわっていたことを手
がかりに、新しい権利の意図的な定着を図ることを可能とする要素として 3 つ(被害の量化、被害の奥行、ことほの
誕生)があることを論証するo その上で、これらの要素の相互関係のなかで「ことばの誕生」の果たした役割に注目
することにより、事実を積み上げてゆく分析思考と最終的な結論の当否を検討する統合思考とが権利の生成において
も切り離せないことを論じる。
論文審査の結果の要旨
本論文は、権利が提唱され、あるいは定着し、あるいは雲散霧消する過程を考察したものである。同時に、それは、
既存の権利の変容過程に関する研究ともなっている。学位申請者は、法律家の感性が違和感を覚える権利主張の社会
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状況から考察をはじめ、それを「奇妙さ」と名づける。新しい権利が定着するにせよ、しないにせよ、この「奇妙さ」
が権利の生成の端緒を感知する役割を果たすと申請者は主張する。申請者は、奇妙さの感覚を支えるのは、さまざま
な言語慣行であるとし、言語学、精神分析学、文学、哲学などを幅広く参照して、考察を進める。その上で、申請者
は、日照権の生成過程を詳細に検討し、条文に明文がないにもかかわらず、弁護士の努力、裁判官、マスコミの理解
を得てそれがどのようにして成立したかを検討している。その分析結果に基づいて、申請者は、従来の議論を参照し
ながら、新しい権利生成の条件を 3 つ(被害を量的に明確に把握できる事、多数の潜在的被害者の存在が推測される
事、問題を的確に把握させることばの存在)指摘している。この条件は、さしあたり日照権を前提にして語られてい
るが、申請者の議論は新しい権利の生成や権利の衰退を考える上で、興味ある分析の出発点を提供するものとみなす
事ができる o
申請者は、基礎法学関連の文献のほか、日照権その他に関する判例学説も詳しく参照し、基礎法学と実定法学の接
点にある問題に意欲的に取り組んでおり、従来の基礎法学の研究に新しい方向性を見出そうとしているo 申請者の論
文については、資料の詳細な分析、独自の視点からの議論の構築、幅広い資料による論証がみられる。文章自体も明
噺、滑らかであって、申請者の練られた思考が十分に表現されている o 以上を考慮し、審査委員一致で、申請者は、
独立した研究者として研究を遂行できるレベルに達し、学位授与に相当するものと判断するo
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